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2023年3月22日 

2023年4月20日改定 

2023年6月20日改定 

（ISMS移行の電子申請受付開始） 

 

一般財団法人日本要員認証協会 

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ審査員評価登録ｾﾝﾀｰ（JRCA） 

 

ISMS内部監査員資格／ISMS管理技術者資格のISO/IEC27001:2022への 

移行手続きのご案内 

 

2022 年 10 月 25 日に ISO/IEC27001:2013 が改訂され、ISO/IEC27001:2022 として発行されま

した。当センターにご登録されているすべての ISMS 内部監査員及び ISMS 管理技術者の皆様は、

2025 年 10 月 31 日までに ISO/IEC27001:2022 対応資格への移行手続きをお願いいたします。 

 

１．移行のご申請 

(1)移行申請の受付開始時期：2023年4月1日 

(2)移行期限：2025年10月31日 

2025年10月31日までに、移行手続きが完了しなかった場合は、保有されているISMS内部監

査員資格／ISMS管理技術者資格は失効しますので、ご注意ください。 

(3)移行申請方法 

・移行単独でのご申請のほか、維持（ISMS管理技術者のみ）・更新・格上げと同時に申請い

ただくことが可能です。 

なお、ISMS審査員資格を併せ持ちする方は、ISMS審査員資格を移行いただくことによ

り、ISMS内部監査員資格／ISMS管理技術者資格を同時に移行いたします。ISMS審査員

資格と別にISMS内部監査員資格／ISMS管理技術者資格の移行手続きを行っていただく必

要はありません。 

・審査員のページから資格の維持・更新・格上げを申請いただく際、併せて移行のご申請が

可能ですので（2023年6月16日よりサービス開始）、是非、電子申請をご利用ください。 

なお、移行を単独で申請される場合は、電子申請をご利用いただくことができません。恐

れ入りますが、単独で移行申請される書類は、郵送でのご提出をお願いいたします。 

電子申請の方法は、以下の文書（当センターのホームページに掲載）をご確認ください。 

・「審査員のページ利用ガイド（JRCA AC300）」 

・「審査員のページからのISMS移行申請の方法」 

 

２．移行のための要件 

ISMS 内部監査員及び ISMS 管理技術者の皆様は、CPD（継続的専門能力開発）を通じて

改訂規格への対応結果をお示しいただく必要があります。具体的には、以下のいずれかの方法

で ISO/IEC27001:2022 に関する知識を習得いただき、その実績を JRCA へご提出ください。 
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2.1. ISMS 審査員資格を併せ持ちしている方 

以下の文書（当センターのホームページに掲載）をご参照の上、ISMS 審査員資格の移行に

必要な CPD の実施をお願いいたします。 

 

・「ISMS 審査員資格の ISO/IEC27001:2022 への移行手続きのご案内」 

・「情報セキュリティマネジメントシステム審査員 移行申請手続きの手引き（JRCA AI340 付

属書）」 

 

2.2. ISMS 内部監査員資格／ISMS 管理技術者資格を単独で保有している方 

CPD の実施方法（①～④）のいずれかの対応をお願いいたします。 

(1) CPD の実施方法 

① JRCA 登録 新旧規格の差分研修コースの受講 

JRCA 登録の新旧規格の差分研修コースを修了された場合は、「継続的専門能力開

発(CPD)実績の記録（A）」（様式 4A）の 1 項に実績を記入の上、修了証の写しを提出

してください。 

なお、修了証の提出のみで移行申請ができるのは、修了証に「JRCA 登録差分研修

コース（ISMS）」と表記があるものですのでご注意ください。 

JRCA 登録の差分研修を行っている研修機関名は、以下のサイトを参照ください。 

https://www.jrca-jsa.or.jp/jrca/jrca_kensyu_kensyu-4/ 

② IAF 加盟認定機関から認定を受けている MS 認証機関の新旧規格の差分研修の受講 

IAF 加盟認定機関（ISMS-AC、JAB、UKAS 等）から ISMS の認定を受けている

MS 認証機関が実施した、所属する審査員を対象とする新規格に関する研修に参加

し、新旧規格の相違点や新規格に対応するために必要な審査方法等に関して充分に

理解された場合は、「継続的専門能力開発(CPD)実績の記録（A）」（様式 4A）の 2 項

に実績を記入の上、当該研修の修了証（受講者の氏名の記載があるもの）の写しを添

付するか、様式 4A に MS 認証機関責任者の証明（署名又は記名押印）を得てくださ

い。また、受講した研修のプログラムの写しを必ず添付し、提出してください。 

③ ISMS-AC 主催の新旧規格の差分研修の受講(※CPD 時間を 3 時間とする。) 

ISMS-AC（一般社団法人情報マネジメントシステム認定センター）が開催する

「ISO/IEC 27001:2022 差分研修会」を修了された場合は、「継続的専門能力開発

(CPD)実績の記録（A）」（様式 4A）の 1 項に実績を記入の上、ISMS-AC が発行する

修了証の写しを提出してください。 

なお、ISMS-AC の証明がない修了証は無効ですので、ご注意ください。 

 ※前回の申請受付日以降、今回の申請日までに受講した修了証に限り、通常の維持・

更新申請の CPD 時間に算入可能です。 

④ ISO/IEC27001 の改訂内容の理解を示す学習レポートの提出 

上記①～③以外の研修・セミナーの受講や、規格や専門図書、グループ活動、イン

ターネット利用等により、新旧規格の相違点等を自己学習された場合は、「継続的専

門能力開発(CPD)実績の記録（A）」（様式 4A）の 3 項に実績を記入の上、習得内容

を記述した「ISO/IEC 27001:2022 規格学習の記録（ISMS 審査員）」（様式 4C-I）を

提出してください。 

様式 4C-I の記入にあたっては、以下の(2)項を参照してください。 
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(2)「ISO/IEC 27001:2022 規格学習の記録（ISMS 審査員）」（様式 4C-I）の記入方法 

新規格で改訂された内容及び新規格の審査・監査への適用について、以下の①～③の 3

項目を柱として習得内容を記述してください。また、ポイントとなる要点をまとめ、全体

で 1,000 文字程度記述してください。 

なお、一部、参考情報を記載していますが、記述いただく内容は参考情報に制約される

ものではありません。また、参考情報を活用される場合、ご自身が理解された内容をアウ

トプットしてください。 

 

① 新規格の要求事項本文 

・ 最新のマネジメントシステム規格（MSS）共通テキストへの対応 

⇒ ISO/IEC 27001:2022では、最新のMSS共通テキスト*の内容が反映されました。こ

の反映による規格の変更内容について理解された内容を記述してください。 

 

* 2021年5月発行 附属書SL Appendix 2 

Harmonized structure for MSS with guidance for use（MSSのための調和させる構

造、及びその利用に関する手引） 

※参考訳は、一般財団法人日本規格協会のHPに掲載されています。 

https://webdesk.jsa.or.jp/pdf/dev/md_5352.pdf 

 

【参考】 

最新のMSS共通テキストの内容が反映された主な箇条 

箇条 反映された内容 

4.2 利害関係者の要求事項は広く把握し、その中からISMSを通して取り組むもの

を決定（ c）追加） 

6.2 情報セキュリティ目的の監視を要求（ d）追加） 

6.3 ISMSの変更を行う場合、計画的な方法で行うことを要求（6.3 追加） 

8.1 ・プロセス管理の実施方法を具体化 

（基準の設定、基準に従ったプロセスの管理） 

・外部管理の対象を、単なる「委託」から「ISMSに関連したプロセス、製品、

サービス」に変更 

9.3.2 マネジメントレビューのインプット項目を追加（ c）追記） 

 

・ ISO/IEC 27002:2022（情報セキュリティ、サイバーセキュリティ及びプライバシー

保護－情報セキュリティ管理策）との整合 

⇒ ISO/IEC 27001:2022におけるISO/IEC 27002:2022の位置付けや関係性について理

解された内容を記述してください。 

 

② 新規格の附属書 A の情報セキュリティ管理策 

・ ISO/IEC 27002:2022 の改訂及び管理策変更の背景、意図 

・ 新規、統合及び拡張された管理策の事例 

（管理策の列記にとどまらず内容の理解を示す文章として下さい。） 

⇒ ISO/IEC 27001:2022の主たる改訂内容をご説明ください。また、新規、統合及び

拡張された管理策をいくつか例示した上で、当該管理策の趣旨について理解され

た内容を記述してください。 

 



4 

 

【参考】 

管理策数の変化 

規格 管理策数 内訳 

ISO/IEC 27001:2013 114  

ISO/IEC 27001:2022 93 

新規 11 

2013年版管理策を拡張・継承 58 

2013年版管理策を統合・継承 24 

 

③ 規格の改訂内容を踏まえた、今後の審査・監査における着眼点 

上記(1)、(2)で理解された規格の改訂内容を踏まえ、今後のISMSの審査・監査、あるい

はISMSの構築・運用の取り組みに際して、どのような点に留意されるのか、ご自身の立場

（監査員／管理責任者等）で記述してください。 

 

３．提出いただく書類 

3.1. ISMS 審査員資格を併せ持ちしている方 

以下の文書（当センターのホームページに掲載）をご参照の上、ISMS 審査員資格の移行に

必要な書類の提出お願いいたします。 

・「ISMS 審査員資格の ISO/IEC27001:2022 への移行手続きのご案内」 

・「情報セキュリティマネジメントシステム審査員 移行申請手続きの手引き 

（JRCA AI340 付属書）」 

 

3.2. ISMS 内部監査員資格／ISMS 管理技術者資格を単独で保有している方 

(1) 維持（ISMS管理技術者のみ）・更新・格上げの各申請と同時申請の場合 

①「登録申請書」（様式 1） 

「申請の種類」の「移行」にも必ずチェックを付けてください。その他、該当する必

要事項を記入してください。 

② 継続的専門能力開発(CPD)実績の記録 

新規格に関する知識を習得するために取り組まれた継続的専門能力開発(CPD)の記

録を 2.2 項に従って提出してください。 

③ その他の提出書類 

JRCA IA200「マネジメントシステム内部監査員の評価登録手順及び各種手続きの手

引き」又は JRCA ME200「マネジメントシステム管理技術者の評価登録手順及び各種

手続きの手引き」の該当する申請の手続きに従って、必要な書類を提出してください。 

(2) 移行のみ単独申請の場合 

①「登録申請書」（様式 1） 

「申請の種類」の「移行」にチェックを付け、その他の「申請の種類」にはチェック

を付けないでください。その他、該当する必要事項を記入してください。 

② 継続的専門能力開発(CPD)実績の記録 

新規格に関する知識を習得するために取り組まれた継続的専門能力開発(CPD)の記

録を 2.2 項に従って提出してください。 

③ 払い込み記録貼付「振込み連絡票」 

4 項 (3)に記載の申請登録料を当センターの銀行口座宛にお振込みの上、払い込みの

記録の写しを貼付した「振込み連絡票」を提出してください。 
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４．移行にかかる費用及び通知 

(1) 更新・格上げの各申請と同時に移行する場合 

ISMS審査員資格（ISMS審査員資格を併せ持ちしている方の場合）又はISMS内部監査員

資格／ISMS管理技術者資格の更新、格上げの各申請と同時に移行申請される場合は、移行の

ための追加費用はありません。移行が認められた場合は、2022年版の登録証明書及び審査員

カードを発行いたします。 

(2) 維持申請と同時に移行する場合 

ISMS審査員資格（ISMS審査員資格を併せ持ちしている方の場合）又はISMS管理技術者

資格の維持申請と同時に移行される場合も、移行のための追加費用はありません。移行が認

められた場合は、2022年版への移行完了の通知を発行いたします（2022年版の登録証明書及

び審査員カードは発行いたしません）。 

2022年版の登録証明書又は審査員カードの発行を希望される場合は、「登録証明書・審査

員カード (再)発行依頼書」（様式9）を提出してください（様式9の理由欄の「当該MS規格

改訂に伴う資格の移行証明のため」にチェックを付けてください）。 

発行料は、以下のとおりです。 

登録証明書：1,100円（消費税込）、登録カード：1,100円（消費税込） 

(3) 移行のみ単独申請の場合 

移行のみ単独で申請される場合は、移行申請登録料 3,300円（消費税込）が必要となりま

す。移行が認められた場合は、2022年版への移行完了の通知を発行いたします（2022年版の

登録証明書及び審査員カードは発行いたしません）。 

2022年版の登録証明書又は審査員カードの発行を希望される場合は、「登録証明書・審査

員カード (再)発行依頼書」（様式9）を提出してください（様式9の理由欄の「当該MS規格

改訂に伴う資格の移行証明のため」にチェックを付けてください）。 

発行料は、以下のとおりです。 

登録証明書：1,100円（消費税込）、登録カード：1,100円（消費税込） 

 

５．その他 

移行が認められた場合も、資格の有効期限日及び維持手続き期限日は、元の資格の有効期

限日及び維持手続き期限日が継承され、変更はありません。 

 

６．申請書類の送付、お問合わせ先 

〒108-0073 東京都港区三田三丁目13番12号 三田ＭＴビル 

一般財団法人日本要員認証協会 

マネジメントシステム審査員評価登録センター（JRCA） 

お問合わせフォーム https://www.jrca-jsa.or.jp/com/query/ 

 

以上 


